
令和２年度厚生労働省子ども・子育て支援推進調査研究事業 

児童虐待対応における AI利用に関する調査研究 

 

 

第一回検討委員会議事録 

 

 

日時：令和 2年 11月 20日金曜日 18時から 20時 

場所：social hive HONGO （東京都文京区本郷三丁目 40番 10号 三翔ビル本郷 4F） 

   オフラインとオンラインの併用開催 

出席者： ※はオンライン参加 

 委員長 山本恒雄 愛育研究所 ※ 

  委員 和田一郎 花園大学  ※ 

  委員 渡邉直  千葉県柏児童相談所 

  委員 出路幸夫 川崎市こども未来局 児童家庭支援・虐待対策室 北部児童相談所 ※ 

  委員 多田基哉 山口県健康福祉部 こども・子育て応援局 ※ 

  委員 田中淳一 中野区子ども家庭支援センター ※ 

  委員 福田滋  大阪府吹田子ども家庭センター ※ 

  委員 佐藤剛  東京都品川児童相談所 ※ 

  委員 清水正哉 三重県南勢志摩児童相談所 ※ 

   説明補佐 宮﨑太一 三重県南勢志摩児童相談所 ※ 

  委員 鈴木聡  三重県児童相談センター ※ 

 

 傍聴者 内山忍 三重県子ども虐待対策・里親制度推進監 ※ 

 傍聴者 脇田委子 三重県児童相談センター ※ 

 傍聴者 村田宣彦 三重県児童相談センター ※ 

 傍聴者 大野久 厚生労働省 子ども家庭局家庭福祉課 

 事務局 髙岡昂太 株式会社ＡｉＣＡＮ 

 事務局 橋本笑穂 株式会社ＡｉＣＡＮ 

資料： 

 資料１： 委員一覧 

 資料２： 調査研究の進め方案 

 資料３： 全国調査調査設問案 

 

 

1. 開会 

 

2. 委員紹介 

資料１に基づいて、本検討委員会の委員が紹介され、委員長を山本恒雄様に務めていた

だくことが了承された。 



 

3. 議事 

（１）本事業の概要と進め方の確認 

本調査研究事業のテーマは、事業実施者である株式会社ＡｉＣＡＮの事業内容と競合し

ており利益相反事項に該当するため、本調査研究が当該者への利益誘導にならないため

の調査で収集するデータの取扱いポリシーが提示され、承認された。 

事務局より資料２により本事業の概要と進め方の案が説明され、承認された。 

 

（２）全国調査の目的と実施方法、調査設問の検討 

事務局より全国調査の目的と実施方法、調査設問の案が提示され、検討を実施した。 

指摘を反映した調査設問で、児童相談所に対して調査を実施することが承認された。 

指摘事項 

・調査の前提(仮説や回答者等)を明確にすること 

・児童相談所の現在の課題について実態に即した回答が得られるよう工夫すること 

・選択肢の設問以外に自由記述の設問を設けること 

 

（３）今後の予定 

令和 2年 12月 4日 調査開始（児童相談所への調査票送付） 

令和 2年 12月 29日 調査終了（児童相談所からの回答期限） 

令和 3年 1月 13日 第 2回調査委員会（調査結果に基づく検討） 

令和 3年 2月 16日 第 3回調査委員会（課題整理結果、調査報告書案の検討） 

 

4. 閉会 

 

以上 


